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地域応援看護師確保対策事業報告書の
    発行にあたって   

� 公益社団法人北海道看護協会
� 会長  髙橋  久美子

  広域な北海道では地域格差が大きく、道内各地で少子高齢化や生産年齢人口の減少が進行し、
保健医療従事者の地域偏在は医療提供体制に大きく影響を及ぼしています。
  こうした中、 本会では看護職員の地域偏在に対応するため、 未就業の看護職を募り、 地域への
就業に至るまでの支援をシステム化し、都市部から看護職員不足地域の医療機関等へ地域応援ナー
スとして派遣する事業を、 2015年から北海道の委託を受けて実施しています。

  事業概要は、 「地域応援ナースコーディネーターの配置」 「地域応援ナース就業支援」 「検討会
議の設置及び運営」 で、 人材が不足している応援要請登録施設に対し、 地域応援ナースが働きや
すい環境整備に向けて調整、 支援を行っています。

  今回は、 2020年度から2024年度の実施状況をまとめました。 前回マッチングの課題としてあがっ
ていた住環境の設備、 処遇 ・待遇面については、 施設側の就業条件や住環境改善等が進み、 働
きやすい職場環境が整備されたこと、 さまざまな媒体や研修 ・ イベントに参加しながら広報を実施した
こと、 コーディネーターが細やかに相談支援を行った結果、 登録者はこの5年間で92名となり、 最近
は道外からの希望者が増加するなど、 北海道での生活の魅力発信にも繋がっています。

  また、これまで医療機関等が中心でしたが、地域包括が推進される中、在宅療養を支援するために、
2023年度からは訪問看護ステーションへの地域応援ナースの派遣も始まりました。 住環境整備や処
遇面での課題はありますが、 この事業に関心のある看護職の中には地域での在宅療養支援に関心を
持っている方もおり、 希望に合せた紹介を丁寧に行っています。 この事業への参加者も、 40歳～50
歳代が多くなり、 自分のキャリアにつなげる働き方を探される方が増えてきていることを実感しています。
また、 派遣期間はその方の状況に応じ3ヶ月～１年で継続していますが、 応援終了後に応援施設に
職員として9名の方が就業しており、 看護職の確保のほか定着といった効果も少しずつですが拡がって
います。

  このように本事業は、 広域で医療従事者の地域偏在が著しい北海道において、 看護職員の確保
と人材活用に有効なキャリア支援システムであり、 加えて、 生産年齢人口減少時代を見据えた多様
な働き方を推進する一助となっています。 受け入れ施設の状況や整備内容、 登録者の状況や応募
者の背景や声、 広報活動や報告会等各地域での検討にご活用ください。

  結びに、 本事業の推進にご支援くださいました検討会議の皆さま、 応援ナースの皆さま、 受け入れ
施設の皆さまに厚く御礼を申し上げます。





　　ご　挨　拶　　

� 北海道保健福祉部地域医療推進局医務薬務課
� 看護政策担当課長  今澤  輝隆

本道の地域医療の推進にあたり、 日頃より各地域で御尽力いただいております皆様に対しまして、
心より感謝申し上げます。
さて、 ２年ごとに実施している業務従事者届によると、 本道の看護職員は、 令和４年に初めて

減少に転じ、 令和６年には若干増加したものの、 ほぼ横ばいの状況となっており、 今後、 多様化す
る看護ニーズへの対応が求められる中、 人材確保や育成、 定着は喫緊の課題となっております。
また、 人口10万人あたりの看護職員数をみると、 本道全体では全国平均を上回るものの、 二

次医療圏域別では、 全国平均を下回る地域があるなど、 地域偏在は依然として解消されておらず、
地方の看護職員の確保は医療提供体制の存続の危機にも影響しうる重要な課題と認識しております。
そのため、 道では、 地域偏在の解消に向けた取り組みの一つとして、 平成27年度から 「地域応

援看護師確保対策事業」 を北海道看護協会へ委託し、 離職した看護職員（地域応援ナース）
を応援要請のある施設へ短期間派遣することで、 一時的な人員不足の解消と看護の質の確保を図っ
てまいりました。
本事業は開始から10年が経過しましたが、 この間、 北海道看護協会におかれましては、 事業周

知と地域応援ナースの発掘、 受入施設の条件整備や給与 ・ 住宅 ・ 職場環境の調整のほか、 地
域応援ナースの認知度をより高めるため全国から地域応援ナースを募るなど、 利用拡大に向けた事
業展開と相互のニーズに対応したきめ細やかなマッチングに努められ、 累計の応援者数は123人、 応
援施設数は91施設に上ったほか、 本事業を通じて応援施設への就業に結びついた事例もあるなど、
地域医療を支える人材確保の一端となっています。
また、 本事業は新型コロナウイルス感染症の流行下でも継続してきましたが、 コロナの影響により私

たちの生活や行動が大きく変化する中にあっても、 地域応援ナースの皆様には、 本道の地域住民の
健康と生活を守る地域医療の担い手として御活躍いただいたところであり、 看護職員がもつ専門性や
役割の大きさを再認識したところです。
高齢者人口がピークを迎えるとされる2040年に向け、 今後益々、 看護職員の確保は厳しくなるこ

とに加え、 看護職員に求められるニーズが増大することを踏まえますと、 様々な課題を一つの地域のみ
で解決していくことは困難であり、 本事業のように地域の枠を越えて支え合うことの意義は非常に大き
いものと考えております。
本報告書が本事業への関心を高め、新たな看護職員出向のきっかけとなりますことを期待するとともに、

道としても、 引き続き、 看護職員を取り巻く状況の変化を捉え、 関係者の皆様の御意見も伺いなが
ら、 効果的に本事業を推進してまいります。
最後に、 報告書作成にあたり、 委託事業者として多大なる御尽力をいただきました北海道看護協

会の皆様に深く感謝を申し上げます。
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Ⅰ
事業概要





１　 事 業 名

地域応援ナース（看護職員出向支援事業）

２　 目 的

　看護職員の地域偏在に対応するため、 未就業者から地域応援ナースを発掘し、 地域への就業に至るまでの
支援システムを構築する。
　同システムのもとに看護師等人材確保促進法の枠組みを活用し、 都市部から看護職員不足地域の医療機
関等への看護職員の派遣に取り組む。

3　 実 施 主 体

公益社団法人北海道看護協会（本事業は、 北海道から委託を受け実施）

4　 概 要

1）地域応援ナースコーディネーターの配置

　　 ・ 地域応援ナースの発掘
　　 ・ 受入施設の支援種別調査と調査結果のリスト化
　　 ・ 受入施設を訪問し、 看護管理者等への事業説明
　　 ・ 受入施設の状況を把握し、 マッチングに向けた調整
　　 ・ 本事業の就業中は、 地域応援ナースをフォロー

2）地域応援ナース就業支援

　　 ・ 地域医療への貢献、 偏在是正を目的とし、 地域応援ナースとして就業する看護職の支援

3）検討会議の設置及び運営

　　 ・ 地域応援ナースの就業支援システムを導入するために検討会議の設置および運営
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5　 事 業 概 要 図

6　 地 域 応 援 ナ ー ス コ ー デ ィ ネ ー タ ー

地域応援ナースの発掘、 就業支援及び応援要請登録施設の受け入れ体制に係る調整 ・支援を行う。

【具体的活動】

1）地域応援ナースへの働きかけ

　　 ・ 地域応援ナースに関する問合せはタイムリーに調整を行い、 登録につなげる。
　　 ・ 登録者の希望 ・要望等、 繰り返し情報収集を行い、 施設の紹介につなげる。
　　 ・ �施設見学や就業面接には可能な限り同伴し、 就業にあたっての諸条件や諸環境などを確認する。
　　 ・ 就業開始後は地域応援ナースの就業状況について定期的に連絡し、 環境適応を支援する。
　　 ・ 応援終了後にアンケートを実施し、 地域応援ナースが働きやすい環境整備の改善に活かす。

出展：北海道保健福祉部地域医療推進局医務薬務課
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2）応援要請登録施設への働きかけ

　　 ・ 地域応援ナースが働きやすい環境整備のため、 受入施設に処遇面での調整を行う。
　　 ・ 定期的に地域応援ナースの就業状況について確認する。
　　 ・ 応援終了後にアンケートを実施し、 地域応援ナースが働きやすい環境整備の改善に活かす。

7　 地 域 応 援 看 護 師 確 保 対 策 検 討 会 議

地域応援看護師確保対策検討会議設置要領

１　目 的	 �看護職員は全道的に不足しており、 特に地域の医療機関等での確保が困難となっている。
	 �看護職員の地域偏在に対応するため、 未就業者から地域応援ナースを発掘し、 地域への就

業に至るまでの支援システムを構築するため必要な事項を協議検討することを目的とする。

２　協議事項	 ①システム導入に向けて地域偏在の現状に関する事項
	 ②システム構築に関する事項（施設の受入れ、 応援ナースの支援等）
	 ③その他必要な事項
　
３　構 成 員	 公益社団法人北海道看護協会（会長）　
	 北海道保健福祉部地域医療推進局医務薬務課
	 一般社団法人北海道医師会
	 北海道国民健康保険団体連合会
	 公益社団法人北海道看護協会（地区理事）　
　　　　　　　
４　組 織	 ①検討会議に委員長を置くものとし、 委員の互選により選出する。
	 ②委員長は、 検討会議を代表し、 これを統括する。

５　会 議	 検討会は、 年に2回程度開催する。
	 開催日時の詳細は、 各構成員と相談の上決定する。

６　事 務 局	 事務局は北海道看護協会に置く。

７　付 則	 この要綱は、 平成27年9月4日から施行する。
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８　 地 域 応 援 ナ ー ス ・ 応 援 エ リ ア

1）地域応援ナース

　�　看護職員が不足する地域に滞在し、 医療機関等に就業して、 看護の実践と必要に応じた看護職への支援
を行う保健師、 助産師、 看護師及び准看護師。
　＜登録要件＞
　 ・ 現在、 未就業または退職予定である。
　 ・ 看護経験があり、 応援施設の看護業務に従事できる。
　 ・ １ヵ月から最長１年間（雇用期間）、 応援施設で就業できる。
　 ・ 居住地を離れ、 応援地域に居住し、 就業できる。
　　※�民間派遣会社経由等で就業経験のある者が、 同施設に地域応援ナースとして再就業することは認めない

（看護職員不足地域及び施設に対し公平に派遣を行うため）。

2）応援エリア

　⑴　病院 ・有床診療所 ・訪問看護ステーション※１　（図1）
　�　第２次医療圏を単位とし、 以下の基準を満たす圏域とする。 なお、 対象となる圏域は、 就業率等により随
時見直す。 　
　＜対象条件＞
　 ・ 人口10万対看護職就業数が全国平均を下回る圏域
　 ・ �100床あたり就業数が全道平均を下回る圏域から、 人口10万対看護職就業数が全道平均を上回る圏

域を除く
　 ・ 保健所設置市は対象としない
　　※1：訪問看護ステーションは
　　　　　　2023年度より対象

　⑵　市町村（保健師）
　＜対象条件＞
　 ・ 人口10,000人未満の市町村
 

図 1応援エリア
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９　 事 業 内 容

１）2015年度～2019年度

※地域応援看護師確保対策事業報告書2015年度～2019年度（2021年3月発行）より抜粋
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２）2020年度～2024年度
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Ⅱ
事業実施結果 





１　 地 域 応 援 ナ ー ス 応 援 対 象 施 設 の 状 況

1）対象圏域数 ・対象施設数 ・登録施設数 ・応援施設数
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2）登録施設一覧
登録施設一覧（2015～2022年度）
(1)病院・有床診療所 ○︓登録あり　－︓対象外

第3次 第2次 2015～2019 2020 2021 2022 2023 2024
医療圏 医療圏 年度 年度 年度 年度 年度 年度

1 南檜山 病院 北海道立江差病院 ○ 5 ○ ○ ○ ○ 4
2 南檜山 病院 奥尻町国民健康保険病院 ○ 2 ○ ○ ○ ○ 4
3 北渡島檜山 病院 道南ロイヤル病院 ○ ○ 2
4 後志 診療所 寿都町立寿都診療所 ○ ○ - 2
5 後志 病院 静和会昆布温泉病院 ○ 5 ○ ○ ○ - 3
6 後志 病院 創成会羊蹄グリーン病院 ○ 5 ○ - 1
7 後志 病院 北海道社会事業協会岩内病院 ○ 4 ○ ○ ○ ○ - 4
8 後志 病院 北海道社会事業協会余市病院 ○ 5 ○ ○ ○ ○ - 4
9 後志 病院 JA北海道厚生連倶知安厚生病院 ○ 2 -

10 後志 診療所 島牧診療所 ○ - 1
11 南空知 病院 労働者健康安全機構北海道中央労災病院 ○ 3 ○ - 1
12 南空知 病院 労働者健康安全機構北海道せき損センター ○ 1 ○ - ○ 2
13 南空知 病院 緑光会野宮病院 ○ 2 -
14 南空知 病院 北翔会岩見沢北翔会病院 ○ 2 -
15 南空知 病院 市立三笠総合病院 ○ 1 -
16 南空知 病院 幾生会南そらち記念病院　 ○ - 1
17 南空知 病院 国民健康保険月形町立病院 ○ 1 -
18 日高 病院 総合病院浦河赤十字病院 ○ 5 ○ ○ ○ 3
19 日高 病院 日高町立門別国民健康保険病院 ○ 1 ○ ○ 2
20 日高 診療所 新冠町立国民健康保険診療所 ○ 1
21 日高 病院 新ひだか町立静内病院 ○ 5 ○ ○ ○ 3
22 日高 病院 新ひだか町立三石国民健康保険病院 ○ 2
23 日高 病院 静仁会静内病院→日高徳洲会病院 ○ 5 ○ ○ ○ ○ 4
24 日高 診療所 えりも町国民健康保険診療所 ○ ○ 2
25 日高 病院 平取町国民健康保険病院 ○ 1
26 富良野 病院 北海道社会事業協会富良野病院 ○ 4 ○ ○ ○ - ○ 4
27 富良野 病院 ふらの西病院 ○ 5 ○ ○ ○ - ○ 4
28 富良野 病院 上富良野町立病院 ○ 2 ○ ○ - ○ 3
29 留萌 病院 留萌市立病院 ○ 2 ○ ○ ○ ○ 4
30 留萌 診療所 孝仁会留萌セントラルクリニック ○ ○ 2
31 留萌 病院 北海道立羽幌病院 ○ 4 ○ ○ ○ 3
32 留萌 病院→診療所 遠別町国民健康保険診療所(2024～診療所) ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ 5
33 留萌 病院 天塩町立国民健康保険病院 ○ 4 ○ ○ 2
34 宗谷 病院 禎心会稚内禎心会病院 ○ 2 ○ ○ ○ 3
35 宗谷 病院 市立稚内病院 ○ 1 ○ ○ 2
36 宗谷 病院 浜頓別町国民健康保険病院 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ 5
37 宗谷 病院 中頓別町国民健康保険病院 ○ 1
38 宗谷 病院 枝幸町国民健康保険病院 ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ 5
39 宗谷 病院→診療所 豊富町国民健康保険診療所(2018～診療所) ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ 5
40 宗谷 病院 利尻島国保中央病院 ○ 4 ○ ○ ○ 3
41 宗谷 診療所 礼文町国民健康保険船泊診療所 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ 5
42 遠紋 病院 広域紋別病院 ○ 5 ○ ○ ○ ○ ○ 5
43 遠紋 病院→診療所 耕仁会曽我クリニック(2024～診療所) ○ 5 ○ ○ ○ ○ 4
44 遠紋 診療所 恵尚会クリニックさろま ○ 1 ○ 1
45 遠紋 病院 JA北海道厚生連遠軽厚生病院 ○ 2 ○ 1
46 遠紋 病院 耕仁会曽我病院 ○ 2 ○ 1
47 遠紋 病院→診療所 滝上町国民健康保険診療所(2021～診療所) ○ 3 ○ ○ 2
48 遠紋 病院 興部町国民健康保険病院 ○ 1
49 遠紋 病院 雄武町国民健康保険病院 ○ 1 ○ ○ ○ 3
50 根室 病院 市立根室病院 ○ 5 ○ ○ ○ ○ ○ 5
51 根室 病院 町立中標津病院 ○ 1
52 根室 病院 樹恵会石田病院 ○ 1
53 根室 診療所 知床らうす国民健康保険診療所 ○ 4 ○ ○ ○ ○ ○ 5
54 根室 病院 町立別海病院 ○ 1

計　 45 22 23 34 24 25 128

№ 領域 登録施設名
要請
回数

要請
回数

道
南

道
央

道
北

オ
ホ

ツ
ク

釧
路
根
室
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(2)市町村・その他
第3次 第2次 2015～2019 2020 2021 2022 2023 2024
医療圏 医療圏 年度 年度 年度 年度 年度 年度

1 道南 南渡島 市町村 福島町役場 ○ 1
2 後志 市町村 島牧村総合福祉センター ○ 2
3 後志 市町村 共和町地域包括支援センター(共和町役場） ○ 1
4 後志 市町村 黒松内町役場 ○ 1
5 中空知 市町村 新十津川町総合健康福祉センター「ゆめりあ」 ○ 1
6 西胆振 市町村 壮瞥町地域包括支援センター/保健センター ○ 1 ○ 1
7 日高 市町村 様似町保健福祉センター ○ 1
8 上川北部 市町村 美深町保健センター（美深町役場） ○ 2
9 上川北部 市町村 音威子府村役場保健福祉センター ○ 1

10 十勝 十勝 市町村 上士幌町健康推進センター ○ 1
11 道北 宗谷 特養 利尻富士町特別養護老人ホーム「秀峰園」＊ ○ 1
＊ 2019年度地域に必要な看護職確保推進事業（日本看護協会委託事業）　対象施設　　　　　計 9 1 0 1 0 1 3

(3)訪問看護ステーション
第3次 第2次 2015～2019 2020 2021 2022 2023 2024
医療圏 医療圏 年度 年度 年度 年度 年度 年度

1 東胆振 訪看 しらおい訪問看護ステーション - - - - - ○ 1
2 日高 訪看 新ひだか地域訪問看護ステーション - - - - - ○ 1
3 富良野 訪看 富良野地域訪問看護ステーション - - - - - ○ 1
4 宗谷 訪看 禎心会訪問看護ステーションあい - - - - - △
5 宗谷 訪看 利尻島国保病院組合訪問看護ステーションやすらぎ - - - - - ○ 1
6 根室 訪看 樹恵会石田病院訪問看護ステーションエヴァーグリーン - - - - - ○ 1
7 根室 訪看 中標津訪問看護ステーション - - - - - ○ 1

△︓年度途中、要請中止 計　 0 0 0 0 2 4 6

2015～2019 2020 2021 2022 2023 2024
年度 年度 年度 年度 年度 年度
54 23 23 35 26 30 137

地域応援ナース受け入れ経験のある施設

道北

釧根

病院・有床診療所・訪問看護ステーション・市町村・その他
総計

要請
回数

要請
回数

№ 領域 登録施設名 要請
回数

要請
回数

道央

領域 登録施設名 要請
回数

要請
回数

道
央

道
北

№
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２　 地 域 応 援 ナ ー ス 受 入 施 設 の 状 況

1）施設種別受入実績

2）地域別受入実績

 

3）受入施設の応援要請内容（病院及び有床診療所24施設）

※各項目の分類は、 2020～2024年度の内、 要請最終年度の状況を計上
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45万円

万円未満
万円未満

万円未満
万円未満

万円未満
万円

万円

万円未満

50万円

万円未満
万円未満
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4）地域応援ナース終了時アンケート（受入施設）

⑴　アンケート回収 ・集計方法
応援終了時に郵送またはメールにて回答を依頼（2023年11月よりgoogleフォーム活用）
年度内に応援終了した方を対象とし、 年毎の集計（3月末締め）とし、 5年間（2020～2024年度）
のまとめを行った

⑵　対象件数 ・回答数 ・回収率
年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 計

対象件数（件） 10 11 12 14 6 53
回答数（件） 8 11 8 12 5 44
回答率（％） 80.0 100.0 66.7 85.7 83.3 83.0

⑶　結果
①　受入れ準備で困ったこと（自由記載 ・回答数35件）

特になかった31件
あった2件
・休日についての説明不足があった
・ 居住物件への家具配置方法、 受け持ち業務内容の調整、 業務量に応じた報酬額の設定
その他2件

②　受入で整備 ・調整した内容（選択肢形式 ・複数回答含む25件）
　　※受入が初めての施設が回答

【主なコメント】
・ �給与等の条件を民間派遣会社と同じにした（3件）
・ �臨時職員に準じた給与設定であったが、 地域応援ナースとして新たに規定
・ �土日祝日は公用車の貸し出しを調整した
・ �町旅費規程に基づき、 往復の旅費を支給
・ �調整手当 ・一時金の支給
・ �派遣（応援）の高額給与に対する不満等、 中間管理職も含めたスタッフの意見があり困った　など
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③　受入れ時期は適当だったか（選択肢形式）
【主なコメント】
・ �人員（マンパワー）不足のため助かった（13件）
・ �病欠・産休・夏休みや業務計画等に応じての補充となった（6件）
・ �急な依頼に応じで対応してもらった（2件）　　　など

④　受入期間は適当か　（選択肢形式）
【主なコメント】
・ できればもう少し長いと良い（11件）
・人員不足が解消できた（9件）
・延長で助かった（4件）
・正職員になってくれた（3件）
・短期間でもスタッフの負担軽減につながった

⑤　受入で変化したこと（選択肢形式 ・複数回答含む62件）

【主なコメント】
・ 経験豊富で、 即戦力として働いてもらえたので助かった
・ 夜勤業務をこなす看護師が不足していたが、 補うことができた
・ �退職予定の有給消化もあり、 スタッフ配置がとても厳しい時期だったので、 経験も十分で助かった
・ �人柄も良く、 看護ケアに対して温かいケアをされていた事が、 他のスタッフへの刺激になった
・ �配属部署での人間関係により、 当該部署で勤務することができず、 マンパワーの解消にはならなかった

⑥　受入を継続したいか（選択肢形式）
【主なコメント】
《はい》　
・ �人員（マンパワー）不足、 慢性的な不足のため（21件）
・ �既スタッフの業務軽減、 休暇の取得、 研修への参加につながるた
め（3件）
・ �産休 ・病欠など一時的な補充のため（2件）
・ �技術や人格が優れているため（4件）
・ �夜勤加算への貢献
《どちらともいえない》
・ �継続したいが、 職員の接遇面や指導内容の状況確認が必要の
ため（2件）
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3　 地 域 応 援 ナ ー ス 登 録 者 の 状 況

1）登録者状況

2）登録者一覧（92人）
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3）登録者の背景
3） 登録者の背景 

⑴ 居住地別 

 
 
 

⑵ 年齢別 

 
（平均年齢内訳） 

 

  

(歳)
年度 平均年齢

2020年度 44.3
2021年度 39.6
2022年度 46.0
2023年度 46.5
2024年度 39.1

計 43.5

（道内内訳） (人) （道外内訳） (人)
道南 函館市 4 東北 青森県 1

札幌市 31 茨城県 1
千歳市 1 埼玉県 2
小樽市 1 千葉県 3
栗山町 1 東京都 5
月形町 1 神奈川県 4
苫小牧市 1 中部 山梨県 1
厚真町 1 三重県 1
むかわ町 2 京都府 1
旭川市 1 大阪府 5
鷹栖町 1 兵庫県 2
東川町 1 岡山県 1
士別市 1 山口県 2
初山別村 1 愛媛県 2

オホーツク 遠軽町 1 高知県 1
帯広市 3 福岡県 3
鹿追町 1 佐賀県 1
幕別町 1 熊本県 1

54 大分県 1
38

道央

道北

十勝

近畿

中国

四国

計
計

九州
沖縄

関東

(人)
地域 道内 道外
人数 54 38 23.9

41.3

13

21
24

29

４

割合 58.7% 41.3%

(人)
年齢 計
人数 13 22 24 29 4 92

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代
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4　 地 域 応 援 ナ ー ス 応 援 者 の 状 況

1）応援者状況

応援数：55人（62件）

2）応援者一覧
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3）年度別応援状況
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4）応援施設一覧（25施設）

(件)

南檜山 奥尻町 奥尻町国民健康保険病院 3
蘭越町 静和会昆布温泉病院 3
京極町 創成会羊蹄グリーン病院 1
岩内町 北海道社会事業協会岩内病院 4
余市町 北海道社会事業協会余市病院 6
日高町 日高町立門別国民健康保険病院 1
新ひだか町 新ひだか町立静内病院 3
新ひだか町 日高徳洲会病院 1
平取町 平取町国民健康保険病院 1
富良野市 北海道社会事業協会富良野病院 1
富良野市 ふらの西病院 3 1

 上富良野町 上富良野町立病院 3 2
遠別町 遠別町立国保病院 2
天塩町 天塩町立国民健康保険病院 1 1
浜頓別町 浜頓別町国民健康保険病院 5
枝幸町 枝幸町国民健康保険病院 3
豊富町 豊富町国民健康保険診療所 3
利尻町 利尻島国保中央病院 2 1
利尻町  利尻島国民健康保険病院組合訪問看護ステーションやすらぎ 1 1
利尻富士町 利尻富士町特別養護老人ホーム秀峰園※

※2019年度地域に必要な看護職確保推進事業（日本看護協会委託事業）対象施設

1
礼文町 礼文町国民健康保険船泊診療所 6 2
紋別市 広域紋別病院 1
滝上町 滝上町国民健康保険診療所（病院→診療所） 2
根室市 市立根室病院 3 1

  羅臼町  知床らうす国民健康保険診療所 2
62 9

富良野

２次医療圏 応援先
住所地 応援先名称 応援件数 応援後

就業件数

後志

日高

留萌

宗谷

オホーツク

根室
計
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5）応援者の背景（55人、 62件）

32
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6）地域応援ナース終了時アンケート（応援ナース）

⑴　アンケート回収 ・集計方法
応援終了時に郵送またはメールにて回答を依頼（2023年11月よりgoogleフォーム活用）
年度内に応援終了した方を対象とし、 年毎の集計（3月末締め）とし、 5年間（2020～2024年度）
のまとめを行った　

⑵　対象件数 ・回答数 ・回収率
年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 計

対象件数（件） 12 13 12 14 7 58
回答数（件） 11 11 10 14 5 51
回答率（％） 91.7 84.6 83.3 100 71.4 87.9

⑶　結果
①　地域応援ナース参加理由（カテゴリー別に分類した回答件数：複数回答含む46件）

②　就業施設の選択理由（選択肢形式 ・複数回答含む124件）
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③　必要と感じた支援（カテゴリー別に分類した回答件数：複数回答含む34件）
・特にない ・ 十分 ・満足　14件
・ コーディネーターの同行が良かった、 安心した　2件
・同行してほしかった（コロナ禍であったため）　1件
・定期的なメール連絡が良かった、 安心した　5件
・地域の状況 ・交通事情が知りたかった　2件
・ 病院情報 ・業務内容 ・住環境などの情報を事前にもっと知りたかった　5件
・ 経験者（当該施設で応援した）の話を聞きたい　1件
・住居の設備などの事前情報と実際に相違があった　2件
・車のレンタル希望　1件
・応援終了後の正職員の紹介が1施設のみだった　1件

④　応援時期は適当か（選択肢形式）
【主なコメント】
・ 自身の希望、 都合に合わせて就業ができた
・ 前職との間を開けずに就職できた
・ 面接から就業までの期間がスムーズであった
・ �寒さや雪のない時期でよかった（逆に冬を体験出来て良かったと
いう意見あり）
・ �新人の指導時期と重なってしまった（重ならず良かったという意
見もあり）� など

⑤　応援時期は適当か（選択肢形式）
【主なコメント】
・ 自身の都合や希望に合った期間だった
・ �3か月では仕事を覚えてすぐ終わってしまうので、 6か月以上が妥
当だと思う
・ 3か月契約で始めたが、 その後延長でき丁度良かった
・ 短期間に慣れていたため、 丁度よかった
・ �1年間お世話になったが、 業務に慣れてから施設の力になれて
いると感じることができ適当な期間であった
・ �契約期間を、 希望により延長することができてよかった
・ �半年くらいがちょうど良かった、 1年は多くの事に責任を持つことに
なる
・ 不一致であっても半年なら頑張れる
・ ストレスがたまるほど長くなくて良かった
・ 業務に慣れず、 信頼関係を築くことができなかった� など
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⑥　困ったことがあったか（選択肢形式 ・複数回答含む64件）

【主なコメント】
・ マニュアルがない、 指導内容が統一されていない、 人によって違ったやり方をしていた
・ 電子カルテを覚えるのに苦労した
・ 紙カルテになれなかった
・ 労働上の事務処理について問題があった
・ 住環境に問題があった、 冷房がなく自費で購入した
・ 正職員と派遣（応援）職員との、 業務担当振り分けについて
・ 人間関係のトラブル、 パワーハラスメント� など

⑦　自分の中で変化したこと（選択肢形式 ・複数回答含む74件）

【主なコメント】
・ 地域医療 ・看護の現状や難しさを知った
・ 看護において新たな経験を得た
・仕事と生活のバランスを考える機会になった
・ 働き方を振り返ることができた� など

⑧　今後も応援ナースを継続したいか（選択肢形式）
【主なコメント】
《はい》
・ 新しい出会い ・発見がある、 自身を見つめなおす機会となる
・ いろいろな場所で働いてみたい
・ 短期間の就業が自分に合っている
・ 自分の経験を役立ててもらえる場所があれば継続したい
《いいえ ・ どちらともいえない》
・ 次の施設の就業が決まっている（予定）のため
・ 考えていたものとは違っていた
・ �他の派遣業者からきているスタッフとの給与面、 補助の差を感じた� など
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5　 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 活 動 状 況

1）地域応援ナースへの働きかけ

⑴　各年度相談対応（問合せ対応、 登録者相談、 応援ナース支援）

⑵　マッチング

 

⑶　その他の支援内容
・施設見学、 電話 ・ ZOOM見学、 就業面接の調整 ・同伴
・就業後の定期的な状況確認（メール ・ 電話）
・必要時相談対応（電話 ・訪問）
・終了時アンケート

 

(人)
年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 計

相談対応人数 49 32 37 52 50 220
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2）登録施設への働きかけ

⑴　施設訪問　（対象エリア内の施設及び要請施設）

⑵　その他の支援内容
・ �要請意向施設への情報提供、 求人条件等設定の助言:主に給与面や住宅に関する条件の向上など
・ 随時相談対応（電話 ・訪問）
・終了時アンケート

3）地域応援ナースコーディネーター
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6　 広 報 活 動

� ※1）～3）の詳細は資料67～70ページ参照

1）ナースセンターホームページ掲載

⑴　募集案内
・募集概要
・募集内容
・ 2024.1　PR動画 『地域応援ナース募集案内』 『地域応援ナースインタビューvol.1』 配信開始
　　　　　（インタビュー：知床らうす国民健康保険診療所応援看護師及び施設看護管理者）

⑵　地域応援ナース要請施設一覧（定期更新）

⑶　情報発信コーナー≪応援ナースの声≫
・ 2023.  3　�vol.1 【オンライン対談企画】 「3か所の施設で応援を経験した看護師に聞いてみました‼」
・ 2023.  4　�vol.2 応援ナースからのメッセージ※終了時アンケート（2022年3月～2023年4月のアンケー

ト回答分）より、 「先輩応援ナースからのメッセージ、 応援地域 ・施設のPR」 
・ 2023.10　�vol.3 地域応援ナース報告会（2023.9.19）応援ナース2名の報告 「離島で暮らすナー

スたち」
・ 2024.  5　�vol.4 地域応援ナースインタビュー　「南の国から来た地域応援ナース」

⑷　その他の情報発信（リンク記事等）
・ 2022.  4　�地域応援ナースが応援終了後、町に移住し活躍されています!!　上富良野町公式ホームペー

ジ 「KAMIFU LIFE」
・ 2022.  9　�北海道看護協会ニュースNo.144応援ナースの活動報告 「礼文島で活躍する地域応援ナー

スのご紹介!!」

⑸　応援実績（定期更新）

2）北海道看護協会ニュース掲載

・ 2020.11	 No.135ナースセンターだより 「各地で活躍する地域応援ナース!!」
	 豊富町国民健康保険診療所応援看護師
・ 2022.  9	 No.144ナースセンターだより 「礼文島で活躍する地域応援ナースのご紹介!!」
	 礼文町国民健康保険船泊診療所応援看護師
・ 2023.11	 No.150ナースセンターだより 「第3回地域応援ナース報告会 【web】 報告」
・ 2024.  7	 No.153ナースセンターだより 「各地で活躍する地域応援ナース!!」
	 社会福祉法人北海道社会事業協会岩内病院応援看護師
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3）新聞 ・広報誌 ・ デジタル広告等掲載

・ 2021.1～	 �施設内インフォメーションディスプレイ（デジタルサイネージ）地域応援ナース募集広告放
映開始： 地域応援ナース活動紹介（4人）

	 日高町立門別国民健康保険病院応援看護師
	 浜頓別町国民健康保険病院応援看護師
	 羊蹄グリーン病院 ・遠別町国民健康保険病院応援看護師
	 利尻島国保中央病院応援看護師
・ 2024.6～	 �サイネージ広告（札幌市営地下鉄大通駅デジタルサイネージSAPPORO SNOW 

VISION）期間放映：2024/6/10～6/16 ・ 12/23～12/29 ・ 2025/3/3～3/9
　各7日間

・ 2025.1～	 �施設内インフォメーションディスプレイ（デジタルサイネージ）地域応援ナースPR動画放映
開始：『地域応援ナース募集案内』 『地域応援ナースインタビューvol.1』

4）イベント参加

5）その他

・ eナースセンター有効登録者へのメール配信
・ eナースセンター有効登録者（プラチナナース）へのリーフレット送付
・ �北海道看護協会教育研修 『認定看護管理者教育課程（セカンドレベル ・ サードレベル）』 受講者へ周知
・北海道看護協会 『看護の動向』 への掲載
・北海道看護協会各支部開催 『看護管理者懇談会』 ・ 『会員懇談会』 での周知
 

　　 2025.3
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7　 地 域 応 援 ナ ー ス 報 告 会 の 開 催

1）地域応援ナース報告会（第2回）

⑴　目的
・ �地域応援看護師確保対策事業の理解を深め、 地域応援看護師の受入体制、 整備等地域応援看
護師の就業環境改善をすすめることができる。
・ 未就業看護師に地域応援ナースの働き方について知ってもらう。

⑵　日時：2022年1月21日（金）　　13:00～15:00

⑶　場所：公益社団法人北海道看護協会　2階 研修室　Zoomミーティング併用

⑷　参加対象
①　地域応援ナース対象エリアの施設長．看護管理者．事務担当者
　　 病院　75施設、 診療所（有床）　49施設、 市町村　122施設
②　北海道ナースセンター（支所を除く）登録の未就業看護職者

⑸　参加状況：20名（13施設19名、 求職者1名）

⑹　プログラム
①　北海道の看護職就業状況とナースセンターの取り組み
　　 地域応援看護師確保対策事業概要　及び　事業報告
②　実践報告

③　全体会（意見交換）

⑺　意見 ・感想（終了後ご意見用紙回答より抜粋）
●�応援ナースのホームぺージに地域のホームぺージで作成したものをまとめて掲載する企画等考えてほしい。
●受け入れのタイミング等の問題もあるが、 このような制度があってよかった。
●�応援ナースからの報告は意見としてとても参考になった。 もっと活用できるように病院側も受入体制を整える
必要性を感じた。 不足ナースの分を応援ナースの方で対応できればよいと思った。

●�有料紹介会社が多い中でナースセンターからの応援ナースが有意義に働けるように当院も考えていきたい。
●�初めての地域応援ナースを紹介していただいた。 今後も受け入れるための業務改善をしていこうと思う。
●�施設に戻ったら事務長と受入体制について相談したい。

41



2）地域応援ナース報告会（第3回）

⑴　目的
・ �地域応援看護師確保対策事業の理解を深め、 地域応援看護師の受入体制、 整備等地域応援看
護師の就業環境改善をすすめることができる。
・ 未就業看護師が地域応援看護師確保対策事業や働き方について理解を深める機会とする。

⑵　日時：2023年9月19日（火）　　13:00~15:00

⑶　場所：公益社団法人北海道看護協会　2階 研修室　Zoomミーティング

⑷　参加対象
①　地域応援ナース対象エリアの施設長．看護管理者．事務担当者
　　 病院　55施設、 診療所（有床）　25施設、 市町村　124施設、 訪問看護ステーション　37施設
②　地域応援ナースに興味 ・関心のある看護職

⑸　参加状況：25名　（15施設20名、 求職者4名、 その他1名）

⑹　プログラム
①　北海道の看護職就業状況とナースセンターの取り組み
　　 地域応援看護師確保対策事業概要　及び　事業報告
②　実践報告

③　全体会（意見交換）
⑺　意見 ・感想（終了後アンケートの回答より抜粋）

●�《施設参加者》 以前、 応援ナースに来てもらったとき、 とても助かったという印象が強い。 業務や住環
境などあまり良いとは言えない環境だったので、 何を改善し、 どのように環境を整えると良いのかを知りたく、
報告会に参加した。 受け入れるにあたり、 現場としては誠意が見える環境作りを目指している。

●�《看護職》民間の派遣会社との処遇の違いを心配していたが、それがないように配慮があり、ありがたく思った。
今回、 利尻島での訪問看護に興味があり参加したが、 本音での話がよく伝わった。 子供の自立に合わ
せてだが、 短期から勤務しながら、 長いスパンで移住まで含めて考えていきたい。

●�《看護職》 セカンドキャリアとしての受け入れについて言及があったが、 定年前であっても 「やるき」 があ
れば受け入れは可能なものか。 こういう話題になるということ自体、 応援ナースとしての適性はないものと
感じた。 適性としてこういう人材がほしいとあげてもらえると、 求職活動にも役立つので、 今後ご検討いた
だきたい。
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８　 事 業 実 績 （ 各 年 ）

【2020年度】

1）事業実績

2）応援要請意向調査

⑴　調査期間：2020年6月8日～6月17日（10日間）
⑵　調査対象：①�【助産師、 看護師、 准看護師】　南檜山 ・後志（小樽市除く）・ 南空知 ・日高 ・富良

野 ・留萌 ・宗谷 ・遠紋 ・根室地域の75病院44有床診療所
　　　　　　　　　　② 【保健師】 人口10,000人未満の小規模市町村123市町村
⑶　調査結果：応援要請施設一覧
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3）応援者一覧

4）応援エリア ・ 応援施設一覧

赤平市

旭川市

稚内市

猿払村

豊富町

幌延町

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

音威子府村
中川町遠別町

初山別村

羽幌町 幌加内町 名寄市 下川町 西興部村

雄武町

興部町

紋別市

滝上町
士別市剣淵町

小平町

苫前町

和寒町

鷹栖町
比布町

愛別町

当麻町

上川町

東川町
置戸町

訓子府町

津別町

美幌町

大空町 小清水町

清里町

斜里町 羅臼町

標津町

中標津町

別海町

根室市

浜中町厚岸町

標茶町
釧路市

本別町

足寄町

陸別町

鶴居村

釧路町
釧路市

浦幌町

豊頃町

更別村

大樹町

中札内村

帯広市

広尾町

幕別町

池田町
音更町

芽室町

清水町

新得町

上富良野町
中富良野町芦別市

夕張市

富良野市

南富良野町

占冠村

日高町

平取町
むかわ町

厚真町

安平町

由仁町

栗山町

岩見沢市

南幌町

長沼町北広島市
札幌市

小樽市

恵庭市

三笠市

美唄市

奈井江町

砂川市

滝川市新十津川町

浦臼町

月形町

新篠津村

江別市

当別町
石狩市

妹背牛町雨竜町

増毛町

上砂川町
歌志内市

苫小牧市

千歳市

日高町 新冠町

新ひだか町

浦河町

様似町

えりも町

美瑛町

上士幌町

鹿追町
士幌町

白糠町

弟子屈町

網走市

遠軽町

湧別町

佐呂間町

北見市

東神楽町

美深町

天塩町

余市町古平町

泊村

共和町

倶知安町

喜茂別町

留寿都村
真狩村ニセコ町

豊浦町
黒松内町

長万部町

今金町

八雲町

乙部町

江差町

上ノ国町

松前町 福島町

知内町

厚沢部町

森町

七飯町

函館市

鹿部町

北斗市

木古内町

島牧村

せたな町

奥尻町

寿都町 蘭越町

伊達市

伊達市

壮瞥町
洞爺湖町

白老町

登別市

室蘭市

京極町
岩内町

神恵内村

積丹町

仁木町
赤井川村

利尻町
利尻富士町

留萌市 沼田町

秩父別町
北竜町

深川市

礼文町
2020（令和2)年度
応援エリア・応援施設一覧

【応援ナース実績】2021年3月末日
・応援︓ 15名（16件）（13施設）
・就職︓ 0名

応援エリア（病院、有床診療所）

応援施設

病院・有床診療所対象エリア（2次医療圏）︓
南檜山・後志・南空知・日高・富良野・留萌・
宗谷・遠紋・根室の9圏域

礼文町国民健康保険船泊診療所
（応援1名）

ふらの西病院
（応援1名）

日高町立門別
国民健康保険病院
（応援1名）

利尻富士町特別養護
老人ホーム秀峰園
（応援1名）

知床らうす国民健康保険診療所
（応援1名）

浜頓別町国民健康保険病院
（応援1名）

創成会羊蹄グリーン病院
（応援1名）

北海道社会事業協会
富良野病院
（応援1名）

滝上町国民健康保険病院
（応援1名）

清和会昆布温泉病院
（応援1名）

豊富町国民健康保険診療所
（応援２名）

北海道社会事業協会余市病院
（応援3名）

広域紋別病院
（応援1名）

 
年齢
(歳代) 

資格 施設名 応援期間 状況 

１ 40 看護師 豊富町国民健康保険診療所 2019.12.1～8.31（9 か月） 終了 
２ 40 看護師 清和会昆布温泉病院  2.1～6.30（5 か月） 終了 
３ 40 看護師 北海道社会事業協会富良野病院 4.2～4.30（1 か月） 終了 
4 40 看護師 創成会羊蹄グリーン病院 4.1～6.30（3 か月） 終了 
5 40 助産師 広域紋別病院 4.13～2021.4.12（予定） 継続 
6 

50 看護師 
知床らうす国民健康保険診療所 5.16～11.15（6 か月） 終了 

7 ふらの西病院 12.7～2021.5.15（予定） 継続 
8 30 看護師 滝上町国民健康保険病院 5.11～10.31（6 か月） 終了 
9 40 看護師 利尻富士町特別養護老人ホーム秀峰園 7.1～9.30（3 か月） 終了 
10 20 准看護師 日高町立門別国民健康保険病院 6.8～2021.3.31（10 か月） 終了 
11 30 看護師 浜頓別町国民健康保険病院 9.1～2021.3.31（7 か月） 終了 
12 50 看護師 北海道社会事業協会余市病院 11.1～2021.3.31（5 か月） 終了 
13 30 看護師 礼文町国民健康保険船泊診療所 11.24～2021.4.23（予定） 継続 
14 30 看護師 北海道社会事業協会余市病院 2021.1.18～8.31（予定） 継続 
15 30 看護師 北海道社会事業協会余市病院 2021.1.4～3.31（3 か月） 終了 
16 50 看護師 豊富町国民健康保険診療所 2021.2.15～5.14（予定） 継続 

■の網掛け︓前年度より応援開始    継続︓次年度に応援継続 

2021年3月末日2021年3月末日
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5）地域応援看護師確保対策検討会議の開催

⑴　検討会議の開催

第1回地域応援看護師確保対策検討会議
●日時	 2020年9月2日（水）　19：00～20：00
●場所	 大通看護研修会館
●出席者	 上田 ・深澤 ・中港 ・菊地 ・佐藤
●オブザーバー	 秋葉 ・小林
●内容	 ①2019年度　事業報告
	 ②2020年度　実施報告

第2回地域応援看護師確保対策検討会議
●日時	 2021年2月16日（火）　19：00～20：00
●場所	 大通看護研修会館
●出席者	 上田 ・深澤 ・中港 ・菊地 ・佐藤
●オブザーバー	 秋葉
●内容	 ①2020年度　事業報告
	 ②2021年度　事業計画（案） 

上 田 順 子

深 澤 雅 則

中 港 晶 子

菊 地 み さ き

佐 藤 信 子

西 村 由 美

秋 葉 絵 美

小 林 淳 子

佐々木 衿 子

長 尾 教 雄

菅 原 一 美

丹 尾 瑞 恵

畠 山 恵 子
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 【2021年度】

1）事業実績

2）応援要請意向調査

⑴　調査期間：2021年6月7日～6月18日（12日間）
⑵　調査対象：①�【助産師、 看護師、 准看護師】　南檜山 ・ 後志（小樽市除く）・ 南空知 ・ 日高 ・ 富良

野 ・ 留萌 ・ 宗谷 ・ 遠紋 ・ 根室地域の74病院42有床診療所
		  ② 【保健師】 人口10,000人未満の小規模市町村124市町村
⑶　調査結果：応援要請施設一覧
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3）応援者一覧

4）応援エリア ・ 応援施設一覧

 
年齢
(歳代) 

資格 施設名 応援期間 状況 

１ 40 助産師 広域紋別病院 2020.4.13～4.12（12 か月） 終了 
２ 50 看護師 ふらの西病院 2020.12.7～5.15（6 か月） 終了 
３ 30 看護師 礼文町国民健康保険船泊診療所 2020.11.24～4.23（5 か月） 終了 
4 30 看護師 北海道社会事業協会余市病院 1.18～8.31（8 か月） 終了 
5 50 看護師 豊富町国民健康保険診療所 2.15～5.14（3 か月） 終了 
6 50 看護師 北海道社会事業協会余市病院 4.1～6.30（3 か月） 終了 
7 40 看護師 上富良野町立病院 4.1～2022.3.31（12 か月） 終了 
8 30 看護師 ふらの西病院 4.26～2022.4.25（予定） 継続 
9 30 看護師 上富良野町立病院 6.1～2022.1.31（8 か月） 終了 
10 40 看護師 枝幸町国民健康保険病院 6.1～2022.5.31（予定） 継続 
11 30 看護師 浜頓別町国民健康保険病院 8.14～11.30（4 か月） 終了 
12 50 看護師 豊富町国民健康保険診療所 9.13～12.12（3 か月） 終了 
13 20 看護師 礼文町国民健康保険船泊診療所 11.15～2022.6.14（予定） 継続 
14 60 看護師 新ひだか町立静内病院 11.1～2022.3.31（5 か月） 終了 
15 50 看護師 新ひだか町立静内病院 11.10～2022.3.31（5 か月） 終了 
16 30 看護師 市立根室病院 12.1～2022.3.11（4 か月） 終了 
17 40 看護師 遠別町立国保病院 2022.2.1～4.30（予定） 継続 
18 40 看護師 浜頓別町国民健康保険病院 2022.2.21～6.30（予定） 継続 

■の網掛け︓前年度より応援開始    継続︓次年度に応援継続 

2022年3月末日2022年3月末日

赤平市

旭川市

稚内市

猿払村

豊富町

幌延町

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

音威子府村
中川町遠別町

初山別村

羽幌町 幌加内町 名寄市 下川町 西興部村

雄武町

興部町

紋別市

滝上町
士別市剣淵町

小平町

苫前町

和寒町

鷹栖町
比布町

愛別町

当麻町

上川町

東川町
置戸町

訓子府町

津別町

美幌町

大空町 小清水町

清里町

斜里町 羅臼町

標津町

中標津町

別海町

根室市

浜中町厚岸町

標茶町
釧路市

本別町

足寄町

陸別町

鶴居村

釧路町
釧路市

浦幌町

豊頃町

更別村

大樹町

中札内村

帯広市

広尾町

幕別町

池田町
音更町

芽室町

清水町

新得町

上富良野町
中富良野町芦別市

夕張市

富良野市

南富良野町

占冠村

日高町

平取町
むかわ町

厚真町

安平町

由仁町

栗山町

岩見沢市

南幌町

長沼町北広島市
札幌市

小樽市

恵庭市

三笠市

美唄市

奈井江町

砂川市

滝川市新十津川町

浦臼町

月形町

新篠津村

江別市

当別町
石狩市

妹背牛町雨竜町

増毛町

上砂川町
歌志内市

苫小牧市

千歳市

日高町 新冠町

新ひだか町

浦河町

様似町

えりも町

美瑛町

上士幌町

鹿追町
士幌町

白糠町

弟子屈町

網走市

遠軽町

湧別町

佐呂間町

北見市

東神楽町

美深町

天塩町

余市町古平町

泊村

共和町

倶知安町

喜茂別町

留寿都村
真狩村ニセコ町

豊浦町
黒松内町

長万部町

今金町

八雲町

乙部町

江差町

上ノ国町

松前町 福島町

知内町

厚沢部町

森町

七飯町

函館市

鹿部町

北斗市

木古内町

島牧村

せたな町

奥尻町

寿都町 蘭越町

伊達市

伊達市

壮瞥町
洞爺湖町

白老町

登別市

室蘭市

京極町
岩内町

神恵内村

積丹町

仁木町
赤井川村

利尻町
利尻富士町

留萌市 沼田町

秩父別町
北竜町

深川市

礼文町
2021（令和3)年度
応援エリア・応援施設一覧

【応援ナース実績】2022年3月末日
・応援︓ 18名（18件）（11施設）
・就職︓ 0名

応援エリア（病院、有床診療所）

応援施設

病院・有床診療所対象エリア（2次医療圏）︓
南檜山・後志・南空知・日高・富良野・留萌・
宗谷・遠紋・根室の9圏域

礼文町国民健康保険船泊診療所
（応援2名）

ふらの西病院
（応援2名）

新ひだか町立静内病院
（応援2名）

遠別町立国保病院
（応援1名）

浜頓別町国民健康保険病院
（応援2名）

上富良野町立病院
（応援２名）

枝幸町国民健康保険病院
（応援1名）

豊富町国民健康保険診療所
（応援２名）

北海道社会事業協会余市病院
（応援2名）

広域紋別病院
（応援1名）

市立根室病院
（応援1名）
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5）地域応援看護師確保対策検討会議の開催

⑴　検討会議の開催

第1回地域応援看護師確保対策検討会議
●日時	 2021年9月
●場所	 書面会議
●出席者	 �コロナウイルス感染拡大の影響により書面会議とし、 各委員より意見を回答書にて聴取
●内容	 ①2020年度　事業報告
	 ②2021年度　実施報告
	
第2回地域応援看護師確保対策検討会議
●日時	 2022年2月15日（火）　1８：00～19：00
●場所	 大通看護研修会館
●出席者	 上田 ・中港 ・菊地 ・小竹 ・西村
●オブザーバー	 齊藤
●内容	 ①2021年度　事業報告
	 ②2022年度　事業計画（案）
 

上 田 順 子

水 谷 匡 宏

中 港 晶 子

菊 地 み さ き

小 竹 紀代美

西 村 由 美

佐々木 衿 子

長 尾 教 雄

立 花 枝美子

丹 尾 瑞 恵

畠 山 恵 子

齊 藤 友 美
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【2022年度】

1）事業実績

2）応援要請意向調査

⑴　調査期間：2022年6月13日～6月24日（12日間）
⑵　調査対象：①�【助産師、 看護師、 准看護師】　南檜山 ・後志（小樽市除く）・ 南空知 ・日高 ・富良

野 ・留萌 ・宗谷 ・遠紋 ・根室地域の72病院38有床診療所
		  ② 【保健師】 人口10,000人未満の小規模市町村124市町村
⑶　調査結果：応援要請施設一覧
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3）応援者一覧

 
年齢
(歳代) 

資格 施設名 応援期間 状況 

１ 30 看護師 ふらの西病院 2021.4.26～4.25（12 か月） 終了 
２ 40 看護師 枝幸町国民健康保険病院 2021.6.1～5.31（12 か月） 終了 
3 20 看護師 礼文町国民健康保険船泊診療所 2021.11.15～6.14（7 か月） 終了 
4 40 看護師 浜頓別町国民健康保険病院 2.21～6.30（５か月） 終了 
5 

40 看護師 
遠別町立国保病院 2.1～4.30（3 か月） 終了 

6 枝幸町国民健康保険病院 2023.2.1～3.31（2 か月） 終了 
7 20 看護師 礼文町国民健康保険船泊診療所 4.1～2022.3.31（12 か月） 終了 
8 50 看護師 浜頓別町国民健康保険病院 4.15～6.23（3 か月） 終了 
9 50 看護師 北海道社会事業協会余市病院 9.1～2023.3.31（７か月） 終了 
10 30 看護師 遠別町立国保病院 9.1～11.30（3 か月） 終了 
11 60 看護師 北海道社会事業協会岩内病院 2023.1.1～3.31（3 か月） 終了 
12 30 看護師 ふらの西病院 2023.2.6～2024.2.5（予定） 継続 
13 20 看護師 上富良野町立病院 2023.2.20～8.31（予定） 継続 
14 50 看護師 天塩町立国民健康保険病院 2023.2.13～3.12（1 か月） 終了 
15 50 看護師 利尻島国民健康保険病院組合訪問看護ステーションやすらぎ 2023.3.20～7.31（予定） 継続 

■の網掛け︓前年度より応援開始    継続︓次年度に応援継続 
 

2023年3月末日
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4） 応援エリア ・ 応援施設一覧

 

赤平市

旭川市

稚内市

猿払村

豊富町

幌延町

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

音威子府村
中川町遠別町

初山別村

羽幌町 幌加内町 名寄市 下川町 西興部村

雄武町

興部町

紋別市

滝上町
士別市剣淵町

小平町

苫前町

和寒町

鷹栖町
比布町

愛別町

当麻町

上川町

東川町
置戸町

訓子府町

津別町

美幌町

大空町 小清水町

清里町

斜里町 羅臼町

標津町

中標津町

別海町

根室市

浜中町厚岸町

標茶町
釧路市

本別町

足寄町

陸別町

鶴居村

釧路町
釧路市

浦幌町

豊頃町

更別村

大樹町

中札内村

帯広市

広尾町

幕別町

池田町
音更町

芽室町

清水町

新得町

上富良野町
中富良野町芦別市

夕張市

富良野市

南富良野町

占冠村

日高町

平取町
むかわ町

厚真町

安平町

由仁町

栗山町

岩見沢市

南幌町

長沼町北広島市
札幌市

小樽市

恵庭市

三笠市

美唄市

奈井江町

砂川市

滝川市新十津川町

浦臼町

月形町

新篠津村

江別市

当別町
石狩市

妹背牛町雨竜町

増毛町

上砂川町
歌志内市

苫小牧市

千歳市

日高町 新冠町

新ひだか町

浦河町

様似町

えりも町

美瑛町

上士幌町

鹿追町
士幌町

白糠町

弟子屈町

網走市

遠軽町

湧別町

佐呂間町

北見市

東神楽町

美深町

天塩町

余市町古平町

泊村

共和町

倶知安町

喜茂別町

留寿都村
真狩村ニセコ町

豊浦町
黒松内町

長万部町

今金町

八雲町

乙部町

江差町

上ノ国町

松前町 福島町

知内町

厚沢部町

森町

七飯町

函館市

鹿部町

北斗市

木古内町

島牧村

せたな町

奥尻町

寿都町 蘭越町

伊達市

伊達市

壮瞥町
洞爺湖町

白老町

登別市

室蘭市

京極町
岩内町

神恵内村

積丹町

仁木町
赤井川村

利尻町
利尻富士町

留萌市 沼田町

秩父別町
北竜町

深川市

礼文町
2022（令和４)年度
応援エリア・応援施設一覧

【応援ナース実績】2023年3月末日
・応援︓ 14名（15件）（10施設）
・就職︓ 3名

応援エリア（病院、有床診療所）

応援施設
●応援後就業施設

病院・有床診療所対象エリア（2次医療圏）︓
南檜山・後志・南空知・日高・富良野・留萌・
宗谷・遠紋・根室の9圏域

礼文町国民健康保険船泊診療所
（応援2名）

●ふらの西病院
（応援2名➡1名就職）

遠別町立国保病院
（応援2名）

浜頓別町国民健康保険病院
（応援2名）

●上富良野町立病院
（応援1名）

（前年応援者➡就職1名）

枝幸町国民健康保険病院
（応援2名）

●天塩町立国民健康保険病
院（応援1名➡就職）

北海道社会事業協会余市病院
（応援1名）

北海道社会事業協会岩内病院
（応援1名）

利尻島国民健康保険病院組合
訪問看護ステーションやすらぎ（応援1名）
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5）地域応援看護師確保対策検討会議の開催

⑴　検討会議の開催

第1回地域応援看護師確保対策検討会議
●日時	 2022年9月7日（水）　19：00～19：50
●場所	 大通看護研修会館
●出席者	 髙橋 ・中港 ・菊地 ・小竹 ・西村
●オブザーバー	 齊藤
●内容	 ①2021年度　事業報告
	 ②2022年度　実施報告
	
第2回地域応援看護師確保対策検討会議
●日時	 2023年2月6日（月）　17：50～18：40
●場所	 北海道看護協会　2階研修室（Zoomミーティング）
●出席者	 髙橋 ・水谷 ・中港 ・菊地 ・小竹 ・西村
●オブザーバー	 齊藤
●内容	 ①2022年度　事業報告
	 ②2023年度　事業計画（案）

髙 橋 久美子

水 谷 匡 宏

中 港 晶 子

菊 地 み さ き

小 竹 紀代美

西 村 由 美

齊 藤 友 美

佐々木 衿 子

長 尾 教 雄

立 花 枝美子

丹 尾 瑞 恵

坂 本 瑞 江
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【2023年度】

1）事業実績

2）応援要請意向調査

⑴　調査期間：2023年6月14日～6月30日（17日間）
⑵　調査対象：①�【助産師、 看護師、 准看護師】　南檜山 ・北渡島檜山 ・後志（小樽市除く）・ 日高 ・

留萌 ・宗谷 ・遠紋 ・根室地域の55病院　25有床診療所　37訪問看護ステーション
		  ② 【保健師】 人口10,000人未満の小規模市町村124市町村
⑶　調査結果：応援要請施設一覧
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3）応援者一覧 

 
年齢
(歳代) 

資格 施設名 応援期間 状況 

１ 30 看護師 ふらの西病院 2.6～2024.2.5（12 か月） 終了 
２ 20 看護師 上富良野町立病院 2.20～8.31（7 か月） 終了 
3 50 看護師 利尻島国民健康保険病院組合訪問看護ステーションやすらぎ 3.20～7.31（5 か月） 終了 
4 50 看護師 北海道社会事業協会岩内病院 4.1～2024.3.31（12 か月） 終了 
5 40 看護師 清和会昆布温泉病院 4.20～7.31（4 か月） 終了 
6 50 看護師 日高徳洲会病院 5.1～10.31（6 か月） 終了 
7 30 看護師 北海道社会事業協会岩内病院 5.11～2024. 5.10（予定） 継続 
8 20 看護師 奥尻町国民健康保険病院 7.1～12.31（6 か月） 終了 
9 40 看護師 礼文町国民健康保険船泊診療所 7.1～2024.3.31（9 か月） 終了 
10 50 准看護師 北海道社会事業協会岩内病院 7.21～9.30（3 か月） 終了 
11 50 看護師 清和会昆布温泉病院 8.1～10.31（3 か月） 終了 
12 50 看護師 清和会昆布温泉病院 8.16～11.15（3 か月） 終了 
13 30 看護師 豊富町国民健康保険診療所 9.1～11.30（3 か月） 終了 
14 40 看護師 北海道社会事業協会余市病院 9.11～2024.3.31（7 か月） 終了 
15 40 看護師 市立根室病院 10.1～12.31（3 か月） 終了 

■の網掛け︓前年度より応援開始    継続︓次年度に応援継続 

  

2024年3月末日
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4）応援エリア ・ 応援施設一覧

赤平市

旭川市

稚内市

猿払村

豊富町

幌延町

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

音威子府村
中川町遠別町

初山別村

羽幌町 幌加内町 名寄市 下川町 西興部村

雄武町

興部町

紋別市

滝上町士別市剣淵町

小平町

苫前町

和寒町

鷹栖町
比布町

愛別町

当麻町

上川町

東川町
置戸町

訓子府町

津別町

美幌町

大空町 小清水町

清里町

斜里町 羅臼町

標津町

中標津町

別海町

根室市

浜中町厚岸町

標茶町
釧路市

本別町

足寄町

陸別町

鶴居村

釧路町
釧路市

浦幌町

豊頃町

更別村

大樹町

中札内村

帯広市

広尾町

幕別町

池田町
音更町

芽室町

清水町

新得町

上富良野町
中富良野町芦別市

夕張市

富良野市

南富良野町

占冠村

日高町

平取町
むかわ町

厚真町

安平町

由仁町

栗山町

岩見沢市

南幌町

長沼町北広島市
札幌市

小樽市

恵庭市

三笠市

美唄市

奈井江町

砂川市

滝川市新十津川町

浦臼町

月形町

新篠津村

江別市

当別町
石狩市

妹背牛町雨竜町

増毛町

上砂川町
歌志内市

苫小牧市

千歳市

日高町 新冠町

新ひだか町

浦河町

様似町

えりも町

美瑛町

上士幌町

鹿追町
士幌町

白糠町

弟子屈町

網走市

遠軽町

湧別町

佐呂間町

北見市

東神楽町

美深町

天塩町

余市町古平町

泊村

共和町

倶知安町

喜茂別町

留寿都村
真狩村

ニセコ町

豊浦町
黒松内町

長万部町

今金町

八雲町

乙部町

江差町

上ノ国町

松前町 福島町

知内町

厚沢部町

森町

七飯町

函館市

鹿部町

北斗市

木古内町

島牧村

せたな町

奥尻町

寿都町 蘭越町

伊達市

伊達市

壮瞥町
洞爺湖町

白老町

登別市

室蘭市

京極町
岩内町

神恵内村

積丹町

仁木町
赤井川村

利尻町
利尻富士町

留萌市 沼田町

秩父別町
北竜町

深川市

礼文町
2023（令和5)年度
応援エリア・応援施設一覧

【応援ナース実績】2024.3月末日
・応援︓ 15名（15件）（11施設）
・就職︓ 3名

応援エリア（病院、有床診療所）

2023年度新規追加エリア

応援施設
● 対象エリア外となったが2022年度より
継続応援就業施設

● 応援後就業施設

病院・有床診療所対象エリア（2次医療圏）︓
南檜山・北渡島檜山・後志（小樽市除く）・日高・留萌・
宗谷・遠紋・根室の8圏域
南空知・富良野︓2023年度対象外（2022年度まで対象）

●礼文町国民健康保険船泊診療所
（応援1名）（前年応援者➡就職1名）

●利尻島国民健康保険病院組合
訪問看護ステーションやすらぎ
（訪問看護応援1名➡就職）

● ●上富良野町立病院
（応援1名 ➡就職）

●ふらの西病院
（応援1名）

北海道社会事業協会岩内病院
（訪問看護応援1名）
（病院応援2名）

清和会昆布温泉病院
（応援3名）

奥尻町国民健康保険病院
（応援1名）

日高徳洲会病院
（応援1名）

市立根室病院
（応援1名）

豊富町国民健康保険診療所
（応援1名）

北海道社会事業協会余市病院
（応援1名）
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5）地域応援看護師確保対策検討会議の開催

⑴　検討会議の開催

第1回地域応援看護師確保対策検討会議
●日時	 2023年9月6日（水）　17：55～18：40
●場所	 大通看護研修会館
●出席者	 髙橋 ・中港 ・弓野 ・小竹 ・井上
●オブザーバー	 山口
●内容	 ①2022年度　事業報告
	 ②2023年度　実施報告
	
第2回地域応援看護師確保対策検討会議
●日時	 2024年2月1日（木）　17：00～18：00
●場所	 大通看護研修会館
●出席者	 髙橋 ・水谷 ・中港 ・弓野 ・小竹 ・井上
●オブザーバー	 山口 ・小林
●内容	 ①2023年度　事業報告
	 ②2024年度　事業計画（案）

髙 橋 久美子

水 谷 匡 宏

中 港 晶 子

弓 野 壽 子

小 竹 紀代美

井 上   操

山 口 敦 子

小 林 淳 子

川 渕 ゆ か り

笹 谷 昌 樹

本 山 静 生

丹 尾 瑞 恵

坂 本 瑞 江
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【2024年度】

1）事業実績

2）応援要請意向調査

⑴　調査期間：2024年6月3日～6月14日（12日間）
⑵　調査対象：①�【助産師、 看護師、 准看護師】　南檜山 ・北渡島檜山 ・南空知 ・東胆振 ・日高 ・富

良野 ・留萌 ・宗谷 ・遠紋 ・根室地域の82病院  49有床診療所74訪問看護ステーショ
ン

		  ② 【保健師】 人口10,000人未満の小規模市町村125市町村
⑶　調査結果：応援要請施設一覧
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3）応援者一覧

 
年齢
(歳代) 

資格 施設名 応援期間 状況 

１ 30 看護師 北海道社会事業協会岩内病院 2023.5.11～5.10 終了 
２ 50 看護師 枝幸町国民健康保険病院 4.1～9.30（6 か月） 終了 
3 20 看護師 礼文町国民健康保険船泊診療所 4.1～2025.3.31（12 か月） 終了 
4 30 看護師 礼文町国民健康保険船泊診療所 5.1～2025.3.31（11 か月） 終了 
5 50 看護師 新ひだか町立静内病院 6.1～6.17（1 か月） 終了 
6 40 看護師 利尻島国保中央病院 5.20～11.19（6 か月） 終了 
7 40 看護師 知床らうす国民健康保険診療所

2025年3月末日

7.1～12.31（6 か月） 終了 
8 20 看護師 浜頓別町国民健康保険病院 8.16～2025.5.31（予定） 継続 
9 50 看護師 奥尻町国民健康保険病院 10.21～2025.6.12（予定） 継続 
10 50 看護師 滝上町国民健康保険診療所 10.21～2025.9.30（予定） 継続 
11 50 看護師 奥尻町国民健康保険病院 11.1～2025.4.30（予定） 継続 
12 30 看護師 平取町国民健康保険病院 11.1～2025.10.31（予定） 継続 
13 20 看護師 利尻島国保中央病院 11.1～2025.10.31（予定） 継続 
14 50 看護師 市立根室病院 2025.3.13～9.12（予定） 継続 

■の網掛け︓前年度より応援開始    継続︓次年度に応援継続 
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4）応援エリア ・ 応援施設一覧

 

赤平市

旭川市

稚内市

猿払村

豊富町

幌延町

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

音威子府村
中川町遠別町

初山別村

羽幌町 幌加内町 名寄市 下川町 西興部村

雄武町

興部町

紋別市

滝上町士別市剣淵町

小平町

苫前町

和寒町

鷹栖町
比布町

愛別町

当麻町

上川町

東川町
置戸町

訓子府町

津別町

美幌町

大空町 小清水町

清里町

斜里町 羅臼町

標津町

中標津町

別海町

根室市

浜中町厚岸町

標茶町
釧路市

本別町

足寄町

陸別町

鶴居村

釧路町
釧路市

浦幌町

豊頃町

更別村

大樹町

中札内村

帯広市

広尾町

幕別町

池田町
音更町

芽室町

清水町

新得町

上富良野町
中富良野町芦別市

夕張市

富良野市

南富良野町

占冠村

日高町

平取町
むかわ町

厚真町

安平町

由仁町

栗山町

岩見沢市

南幌町

長沼町北広島市
札幌市

小樽市

恵庭市

三笠市

美唄市

奈井江町

砂川市

滝川市新十津川町

浦臼町

月形町

新篠津村

江別市

当別町
石狩市

妹背牛町雨竜町

増毛町

上砂川町
歌志内市

苫小牧市

千歳市

日高町 新冠町

新ひだか町

浦河町

様似町

えりも町

美瑛町

上士幌町

鹿追町
士幌町

白糠町

弟子屈町

網走市

遠軽町

湧別町

佐呂間町

北見市

東神楽町

美深町

天塩町

余市町古平町

泊村

共和町

倶知安町

喜茂別町

留寿都村
真狩村

ニセコ町

豊浦町
黒松内町

長万部町

今金町

八雲町

乙部町

江差町

上ノ国町

松前町 福島町

知内町

厚沢部町

森町

七飯町

函館市

鹿部町

北斗市

木古内町

島牧村

せたな町

奥尻町

寿都町 蘭越町

伊達市

伊達市

壮瞥町
洞爺湖町

白老町

登別市

室蘭市

京極町
岩内町

神恵内村

積丹町

仁木町
赤井川村

利尻町
利尻富士町

留萌市 沼田町

秩父別町
北竜町

深川市

礼文町
2024（令和6)年度
応援エリア・応援施設一覧

【応援ナース実績】2025年3月末日
・応援︓ 14名（14件）（11施設）
・就職︓ 3名

応援エリア（病院、有床診療所、訪問看護ステーション）

2024年度新規,再入エリア

応援施設
● 対象エリア外となったが2023年度より
継続応援就業施設

● 応援後就業施設

病院・有床診療所対象エリア（2次医療圏）︓
南檜山・北渡島檜山・南空知・東胆振・日高・富良野・留萌・
宗谷・遠紋・根室の10圏域
南空知・富良野︓再入（2022年度まで対象、2023年度対象外）
東胆振︓新規

●礼文町国民健康保険船泊診療所
（応援2名）（前年応援者➡就職1名）

市立根室病院
（応援1名）

新ひだか町立静内病院
（応援1名）

枝幸町国民健康保険病院
（応援1名）

●利尻島国保中央病院
（応援2名➡就職1名）

●知床らうす国民健康保険診療所
（応援1名➡就職）

浜頓別町国民健康保険病院
（応援1名）

奥尻町国民健康保険病院
（応援2名）

平取町国民健康保険病院
（応援1名）

滝上町国民健康保険診療所
（応援1名）

●北海道社会事業協会岩内病院
（応援1名）
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5）地域応援看護師確保対策検討会議の開催

⑴　検討会議の開催

第1回地域応援看護師確保対策検討会議
●日時	 2024年9月2日（月）　17：30～18：20
●場所	 大通看護研修会館
●出席者	 髙橋 ・水谷 ・中港 ・鹿野 ・小竹
●オブザーバー	 山口
●内容	 ①2023年度　事業報告
	 ②2024年度　実施報告
	
第2回地域応援看護師確保対策検討会議
●日時	 2025年2月14日（金）　18：30～19：20
●場所	 大通看護研修会館
●出席者	 髙橋 ・水谷 ・鹿野 ・小竹 ・井上
●オブザーバー	 山口
●内容	 ①2024年度　事業報告
	 ②2025年度　事業計画（案）

髙 橋 久美子

水 谷 匡 宏

中 港 晶 子

鹿 野 令 子

小 竹 紀代美

井 上   操

山 口 敦 子

川 渕 ゆ か り

笹 谷 昌 樹（第1回） 

高 屋 正 人（第2回） 

本 山 静 生（第1回）、村 田 香 織（第2回） 

丹 尾 瑞 恵 

坂 本 瑞 江、井 上 香保里 
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９　 事 業実施評価―5年間の事業評価 と今後 に つ い て

  2015年の事業開始から10年が経過した。 前半の5年間は、 事業周知と地域応援ナースの発掘、 受入施
設の条件整備に重点を置き、 給与 ・住宅 ・職場環境の調整を進めた。
  続く5年間は、 地域応援ナースの認知拡大に取り組み、 全道 ・全国からの応募促進を図った。 民間職業紹
介事業者の参入が進む中、 本事業は施設が費用負担を抑えながら人材確保を可能とする仕組みであり、 こう
した特徴を維持 ・発展させるためには、 看護職のさらなる利用拡大が不可欠である。

主な取り組みと現状の整理

●  対象エリアの見直し
    �  地域の看護職員の就業状況（看護師等免許保持者の業務従事者届より）や人口動態を踏まえ、

第2次医療圏ごとに隔年で対象エリアを見直し、 8圏域から10圏域へ拡大した。 応援要請登録施設は
2020年の22施設から2024年には29施設に増加し、 地域応援ナースの選択肢が広がった。

●  対象施設の拡大
    �  訪問看護ステーションの人材確保に向け、応援ナース支援システムの活用を検討し、2023年度より病院・

有床診療所 ・市町村に加えて訪問看護ステーションを対象施設とした。 これにより、 訪問看護を希望する
応援ナースの就業につながった。

●  雇用条件 ・住環境 ・職場環境の調整
  �    給与条件については、 民間職業紹介事業者の派遣看護職と比較して不利にならないよう、 特に新規

登録施設に対し他施設の条件等を説明し設定の協力を依頼した。 また、 地域応援ナースの多くが自宅を
保持したまま赴任することから、 住宅提供を必須条件として設定した。 職場環境についても、 受入施設と
連携し、 勤務体制や業務内容の調整を行うことで、 地域応援ナースが働きやすい環境づくりを支援した。

●  広報の強化
  �    地域応援ナースに関心を持っていただくために、 ナースセンターホームページの内容を充実した。 「応援ナー

スの声」 として対談 ・ インタビュー ・ メッセージ（vol.1～4）を掲載し、 施設訪問時のインタビュー動画も
配信した。 登録者の約半数がこれらを情報活用しており、 当初は登録者の7割以上が北海道在住者だっ
たが、 直近5年間では4割以上を道外在住者が占めるまでに全国へ認知が拡大した。 北海道外からも高
い関心を集め、 広域的な人材確保に寄与している。

●  応援者の傾向
  �    応援者を看護経験年数別にみると、 20～30年未満が31％、 30年以上が18％と経験を有するベテラ

ン層であり、 即戦力として地域医療を支えている。
●  応援期間の傾向
  �    この5年間では、 多くの施設が希望する6か月以上の長期応援に従事する看護職が全体の55％に増加

した。 これは施設側の受入体制の改善や地域での生活環境整備が影響していると考えられる。 一方で、
短期間で複数施設を経験する働き方を選択する応援ナースも多く、 季節的 ・ 突発的な人員不足への対
応に重要な役割を果たしている。

  �    長期 ・ 短期いずれの就業形態にも明確なニーズがあり、 双方を適切に組み合わせることで地域医療の
人材確保に柔軟に対応できる体制が維持されることが望ましい。 また、 経験豊富なプラチナナースの活用は、
長期就業者の確保や地域医療の安定化に寄与する可能性があり、 今後の重要な選択肢となる。
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●  紹介に至らなかった背景
    �  紹介に至らなかった理由として、 「希望条件の不一致（29％）」 や 「民間紹介会社の利用（18％）」

などが挙げられており、 これらを踏まえ、 条件設定の柔軟性や民間との差別化が必要と考える。
●  応援期間終了後の就職状況
    �  応援期間終了後に当該施設への就職を希望し、 正職員となった看護職が2022年以降年間3名となり、

累計15人（直近5年で9人）となった。 職場環境や人間関係の良さ、 地域行事への参加、 プライベート
の充実など、 受入施設の努力と地域への適応が背景にある。

地域応援ナース終了時アンケートによる評価

●�  アンケートに回答した施設の多く（38件）が 「マンパワー不足が解消した」 と回答しており、 業務改善など
に一定の成果があったと評価している。

●�  89％の施設が 「受入を継続したい」 と回答しており、 一過性の支援ではなく、 地域の医療体制に不可欠
なシステムとして定着しつつある。

●�  86％の応援者が 「応援時期、 期間は適当だった」 と回答しており、 コーディネーターによる調整が有効に
機能したと考えられる。

●�  応援者の多く（31件）が 「自己研鑽につながった」 と感じており、 看護師のキャリア形成や地域医療への
関心を高める教育的な側面も有している。

今後の課題と方向性

  地域応援ナースの新規登録者は年度平均18人、 応援者も年間15人前後で安定して推移し、 地域医療
を支える一定の役割を果たしているが、 登録者の紹介率は66％である。 地域や施設数が限られる中では希望
に沿う条件を提示できないことに加え、 登録者数の伸び悩み、 情報提供の不足、 施設との相互理解の不十分
さが背景にある。
  今後はSNSを活用した広報強化や情報発信の充実により登録者の裾野を広げ、 マッチング精度の向上を図
ることで、 人員不足を抱える施設のニーズに対応していきたい。 また、 柔軟な受入体制やプラチナナース活用など
施設側の体制整備を促し、 事業の持続的発展につなげていく。
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Ⅲ
資料





１　 地 域 応 援 ナ ー ス 要 請 施 設 意 向 調 査 用 紙

65



２　 地 域 応 援 ナ ー ス 登 録 票
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3　 広 報 内 容

1）北海道看護協会ナースセンターホームページ　https://www.hokkaido-nurse.com/ouen/
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2）北海道看護協会ナースセンターホームページ掲載記事

情報発信コーナー～ 『応援ナースの声』　2022年度より掲載開始

 

vol.１　【オンライン対談企画】（2023.3.14）第1回：「3か所の施設で応援を経験した看護師に聞いてみました‼」

vol.２　応援ナースからのメッセージ（2023.4.12）
終了時アンケート（2022年3月～2023年4月のアンケート
回答分）より、「先輩応援ナースからのメッセージ、応援地域・
施設のPR」

vol.３　地域応援ナース報告会　応援ナース2名の報告より
（2023.9.19）
「離島で暮らすナースたち」

vol.４　地域応援ナースインタビュー（2024.5.9） 
「南の国から来た地域応援ナース」
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3）北海道看護協会ニュース掲載記事　https://www.hkna.or.jp/kangonews/

 
2020年11月号 №135

2023年11月号 №150

2022年9月号 №144

2024年7月号 №153
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4）デジタル広告

5）クリアファイル ・ フライヤー

サイネージ広告（札幌市営地下鉄大通駅デジタルサイネージ
SAPPORO SNOW VISION）期間放映　1週間×3回
・ 2024.6.10～6.16　 ・ 12.23～12.29　 ・ 2025.3.3～3.9

施設内インフォメーションディスプレイ（北海道看護協会1階ホール）
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